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平成２8 年３月１５日

        （2015.9.1 現在）
印刷所　㈲　スエカネ印刷

発 　 行

　香川の人口
　　　　男性
　　　　女性
　　　世帯数

11,421 人
5,655 人
5,766 人
3,538 戸

香 川 自 治 会 広 報 部 会

　

平
成
28
年
２
月
27
日
（
土
）
・
28
日

（
日
）
の
２
日
間
、
新
し
い
組
長
さ
ん

を
対
象
に
し
た
組
長
会
が
、
香
川
自
治

会
館
に
お
い
て
、
各
町
内
会
の
主
催
で

午
前
と
午
後
に
別
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
組
長
さ
ん
の
お
仕
事
の
確
認

と
、
組
長
さ
ん
の
代
表
と
な
っ
て
自
治

会
の
議
決
機
関
で
あ
る
総
代
会
に
出
席

す
る
代
議
員
さ
ん
を
互
選
し
ま
し
た
。

●
組
長
さ
ん
の
お
仕
事
（
要
約
）

①
組
長
札
の
掲
示

②
自
治
会
へ
の
入
会
・
退
会
者
の
届
出

③
連
絡
書
類
の
回
覧
お
よ
び
配
布

　

配
布
物
は
、
個
人
宅
に
配
布

④
街
路
灯
の
点
検
管
理

　

点
灯
不
良
は
、
左
記
に
連
絡

山
田
電
気
商
会　

☎　

52-

０
２
０
５

⑤
自
治
会
費
等
の
集
金

⑥
訃
報
の
連
絡

⑦
未
加
入
世
帯
へ
の
自
治
会
加
入
促
進

⑧
防
災
訓
練
へ
の
参
加

⑨
各
種
町
内
会
活
動
へ
の
支
援
と
協
力

　

来
年
３
月
ま
で
の
一
年
間
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
の
総
代
会
は
、
４
月
17
・
24
日

に
、
香
川
自
治
会
館
の
第
１
会
議
室
に

お
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

24
日
の
総
代
会
で
は
新
任
役
員
の
紹

介
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
平
成
27
年
度
総
代
会

日
程　

平
成
28
年
４
月
17
日
（
日
）

議
題　

事
業
報
告
・

　
　
　

事
業
費
決
算
報
告
の
審
議　

他

■
平
成
28
年
度
総
代
会

日
程　

平
成
28
年
４
月
24
日
（
日
）

議
題　

事
業
計
画
・

　
　
　

事
業
費
予
算
計
画
の
審
議　

他
　

平
成
27
年
度
の
自
治
会
活
動
は
、
昨

年
４
月
19
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
総
代

会
で
可
決
さ
れ
た
事
業
計
画
に
基
づ

き
、
安
全
で
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
香
川
の
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
自

治
会
の
４
町
内
会
と
10
部
会
や
会
員
の

皆
様
の
協
力
と
支
援
の
基
、
次
の
通
り

活
動
し
ま
し
た
。

●
香
川
駅
西
口
駅
前
広
場
「
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
乗
り
場
と
ロ
ー
タ
リ
ー
広
場
」

が
平
成
27
年
４
月
に
使
用
開
始

　

第
二
町
内
会
が
中
心
に
な
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
香
川
み
ど
り
の
会
」
が
清
掃

と
植
木
の
手
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
「
香
川
駅
前
出
張
所
」
「
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
ク
ラ
ウ
ン
裏
に
開
設

　

平
成
27
年
10
月
２
日
よ
り
業
務
を
開

始
し
ま
し
た
。

●
香
川
二
丁
目
青
少
年
広
場
の
開
設

　

平
成
27
年
４
月
２
日
に
竣
工
式
が
開

催
さ
れ
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

●
香
川
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

１　

大
山
街
道
検
討
会
に
自
治
会
長
・

町
内
会
長
２
名
が
参
加

　

狭
隘
部
分
の
舗
装
お
よ
び
雨
水
・
汚

水
口
の
蓋
が
網
目
の
狭
い
蓋
に
取
り
替

え
ら
れ
る
な
ど
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
道

路
拡
幅
、
歩
道
の
段
差
解
消
は
、
平
成

30
年
よ
り
工
事
を
計
画
と
の
こ
と
。

２　

ま
ち
づ
く
り
検
討
会
に
自
治
会
か

ら
も
参
加
し
て
市
に
各
種
改
善
要
望

　

神
奈
中
タ
ク
シ
ー
よ
り
香
川
駅
踏
切

迄
の
約
120
ｍ
は
、
香
川
駅
の
整
備
計
画

が
未
定
の
為
、
市
は
具
体
策
を
定
め
ら

れ
な
い
と
し
て
い
る
が
、
自
治
会
は
今

後
も
行
政
に
要
望
し
て
行
き
ま
す
。

●
自
治
会
館
の
改
修
整
備

１　

第
３
会
議
室
入
口
の
段
差
解
消
、

下
駄
箱
の
撤
去
、
安
全
性
と
利
便
性
を

考
慮
し
土
足
使
用
可
能
と
し
ま
し
た
。

２　

防
災
倉
庫
を
別
棟
の
１
階
部
分
に

移
設
し
、
庭
を
大
幅
に
広
げ
敷
地
内
に

駐
車
場
を
確
保
し
ま
し
た
。

３　

屋
根
付
き
自
転
車
置
き
場
を
西
側

に
整
備
し
ま
し
た
。

４　

玄
関
前
の
ス
ロ
ー
プ
を
改
修
し
て

安
全
性
を
高
め
ま
し
た
。

●
防
犯
灯
の
新
設
及
び
蛍
光
灯
か
ら
Ｌ

Ｅ
Ｄ
灯
へ
の
取
替
え
（
自
治
会
負
担
を

削
減
し
、
予
算
を
他
の
事
業
に
活
用
）

１　

茅
ヶ
崎
市
の
設
置
は
新
設
８
灯
、

取
替
27
灯
（
例
年
よ
り
倍
増
）

２　

香
川
自
治
会
取
替
は
第
四
２
灯
の
み

●
「
湘
北
地
区
コ
ミ
セ
ン
（
地
域
集
会

施
設
）」
の
設
置
に
対
し
て

　

公
民
館
の
雇
用
促
進
住
宅
跡
地
へ
の

移
転
に
よ
る
整
備
に
は
反
対
し
、
継
続

協
議
中
。

●
防
災
活
動
の
充
実

１　

湘
北
地
区
防
災
訓
練
で
10
月
17
日

に
、
雨
の
た
め
香
川
小
学
校
体
育
館
に

香
川
自
治
会
か
ら
約
100
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

２　

防
災
用
品
の
購
入

・
ノ
ー
パ
ン
ク
車
椅
子
（
10
台
）

・
レ
ス
キ
ュ
ー
キ
ャ
リ
ー
マ
ッ
ト
（
５
台
）

３　

市
主
催
自
主
防
災
組
織
活
動
マ
ニ

ュ
ア
ル
研
修
会
全
３
回
へ
役
員
各
10
名

の
参
加

４　

第
２
回
香
川
防
災
講
演
会
を
開
催

（
６
月
21
日
・
参
加
者
206
名
）

●
各
町
内
会
の
活
動

　

定
例
役
員
会
及
び
定
期
的
に
町
内
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

等
の
実
施
や
体
育
大
会
・
各
種
行
事
等

へ
の
参
加
と
支
援
を
し
ま
し
た
。

●
自
治
会
部
会
の
活
動

　

地
引
網
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
、
自
治

会
館
ま
つ
り
、
餅
つ
き
大
会
、
節
分
豆

ま
き
等
沢
山
の
会
員
の
皆
様
が
参
加
す

る
イ
ベ
ン
ト
や
勘
重
郎
堀
跡
地
散
策
路

と
自
治
会
館
花
壇
や
香
川
駅
花
壇
等
の

清
掃
整
備
・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
・
自
治

会
館
の
管
理
等
の
活
動
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
会
・
体
育
振
興
会
・

消
防
団
や
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

へ
の
助
成
や
浜
降
祭
へ
の
協
力
支
援
を

す
る
等
、
幅
広
い
活
動
を
通
し
て
、
会

員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
文
化
及
び
福

祉
の
向
上
並
び
に
生
活
環
境
の
整
備
に

努
め
ま
し
た
。

　

（
総
務
部
会
長　
　

小
田
島
隆
敏
）

平
成
27
年
・
香
川
自
治
会
の
主
な
活
動
実
績

　
１
月
８
日
～
11
日
の
４
日
間
、
第
３
回
「
湘
南
茅
ヶ
崎
ラ
ー

メ
ン
祭
」
が
中
央
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
の
有
名
ラ
ー
メ
ン
店
が
10
店
舗
、
茅
ヶ
崎
か
ら
２
店
舗

集
ま
り
、
４
日
間
で
約
２
万
８
千
人
（
主
催
者

発
表
）
と
盛
況
の
ラ
ー
メ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

　
午
前
11
時
か
ら
ラ
ー
メ
ン
券
の
販
売
開
始
に

伴
い
、
チ
ケ
ッ
ト
売
り
場
に
は
多
く
の
お
客
様

が
集
ま
り
、
チ
ケ
ッ
ト
購
入
後
、
皆
さ
ん
お
気

に
入
り
の
お
店
に
並
び
、
ラ
ー
メ
ン
を
堪
能
し

て
い
ま
し
た
。

　
主
催
の
湘
南
ラ
ー
メ
ン
会
も
、
こ
の
日
の
た

め
に
復
活
さ
せ
た
、
わ
か
め
を
練
り
こ
ん
だ
緑

色
の
麺
、
「
湘
南
ラ
ー
メ
ン
」
を
朝
か
ら
準
備

奮
闘
し
て
い
ま
し
た
。

　
４
日
間
で
全
店
舗
の
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
た
方

な
ど
、
ラ
ー
メ
ン
好
き
の
皆
さ
ん
に
は
心
も
身

体
も
満
た
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

トピックス

夜も賑わう会場

◆
地
震
の
し
く
み
ー
海
溝
型
・
内
陸
型
地
震

　
　
　
　
前
回
は
、
地
球
の
表
面
を

　
　
　
覆
っ
て
い
る
巨
大
な
プ
レ
ー

　
　
　
ト
と
呼
ば
れ
る
岩
盤
が
そ
れ

　
　
　
ぞ
れ
別
の
方
向
に
年
間
数
セ

　
　
　
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
速
度
で
移

　
　
　
動
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り

　
　
　
プ
レ
ー
ト
の
境
界
で
蓄
え
ら

　
　
　
れ
る
大
き
な
ひ
ず
み
が
、
地

　
　
　
震
の
正
体
で
あ
る
こ
と
を
お

話
し
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
海
溝
型
地

震
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
で
は
内
陸
部
で
の
地
震
は
ど
の
よ

う
に
発
生
す
る
の
で
し
ょ
う
。
同
じ

く
プ
レ
ー
ト
が
移
動
し
た
と
き
、
内

陸
で
は
活
断
層
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ

が
ひ
ず
み
、
そ
こ
に
蓄
え
ら
れ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。

　
海
溝
型
地
震
は
発
生
間
隔
が
比
較

的
短
く
、
100
～
200
年
周
期
で
起
き
る

こ
と
が
ほ
ぼ
解
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

防災だより No．24

　
こ
れ
に
対
し
内
陸
型
地
震
は
海
溝

型
地
震
に
比
べ
小
さ
い
規
模
の
地
震

が
多
く
、
人
間
の
居
住
地
域
に
近
い

と
こ
ろ
で
発
生
す
る
た
め
、
大
き
な

被
害
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
地
震
の
間
隔
が
比
較
的
長
く

千
年
～
数
十
万
年
に
な
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。
い
つ
起
き
る
か
分
か
ら
な

い
怖
さ
が
あ
る
の
が
内
陸
型
地
震
と

い
え
ま
す
。 （
防
災
部
会
　
安
江
）

海のプレート
陸の
プレート

断層

海溝型地震活断層で発生
する地震 ひずみの蓄積

津波の発生

海のプレートはね上がり
陸のプレート

沈み込み

平
成
27
・
28
年
度

総
代
会
開
催
の
お
知
ら
せ



　

１
月
９
日
（
土
）
午
前
10
時
よ
り
自

治
会
館
第
一
会
議
室
に
お
い
て
、
恒
例

の
賀
詞
交
歓
会
が
和
や
か
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

申
年
の
今
年
は
、
招
待
者
を
含
め

て
、
約
90
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
総

務
部
会
長
の
司
会
進
行
に
よ
り
、
沓
澤

自
治
会
長
の
挨
拶
、
代
表
副
会
長
の
乾

杯
の
音
頭
で
歓
談
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

歓
談
の
途
中
で
は
司
会
者
の
リ
ー
ド

で
招
待
者
の
自
己
紹
介
を
受
け
、
ま
た

遅
れ
て
こ
ら
れ
た
茅
ヶ
崎
市
長
に
ご
挨

拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
第
四
町
内
会
長
の
中
締
め
に

よ
り
、
賀
詞
交
歓
会
は
和
や
か
な
内
に

散
会
と
な
り
ま
し
た
。
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平成２8 年３月１５日

　

３
月
の
声
を
聞
き
、
よ
う
や
く
寒
さ

か
ら
抜
け
出
す
季
節
と
な
り
、
桜
の
季

節
も
す
ぐ
そ
こ
ま
で
、
来
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
ご
家
族
の

皆
様
、
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

４
月
よ
り
、
平
成
28
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
の
で
、
平
成
27
年
度
の
最
後

の
『
町
内
会
だ
よ
り
』
で
す
。

　

組
長
さ
ん
、
代
議
員
さ
ん
一
年
間
ご

協
力
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

役
を
離
れ
て
も
、
地
元
の
為
に
、
香

川
自
治
会
お
よ
び
町
内
会
活
動
に
対
し

て
、
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
来
期
に
向
け
て
新
任

さ
れ
た
組
長
さ
ん
、
代
議
員
さ
ん
、
一

年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

来
期
は
自
治
会
お
よ
び
町
内
会
役
員

の
改
選
年
で
も
あ
り
ま
す
。
自
治
会
の

組
織
が
一
部
改
変
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
残
念
な
が
ら
役
員
を
退
か
れ
る

　

寒
さ
の
中
に
も
春
を
感
じ
る
頃
と
な

り
ま
し
た
。
あ
と
僅
か
で
今
年
度
も
終

了
と
な
り
ま
す
。

　

第
二
町
内
会
の
行
事
も
３
月
の
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し

た
。
各
種
行
事
に
ご
協
力
下
さ
っ
た
皆

様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
新
組
長
さ
ん
も
決
ま
り
、
２
月

27
日
に
新
組
長
会
も
開
催
さ
れ
、
い
よ

い
よ
４
月
よ
り
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
す
。

　

第
二
町
内
会
で
は
毎
月
一
回
、
役

員
・
組
長
さ
ん
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
パ
ト

ロ
ー
ル
も
は
じ
め
て
か
ら
８
年
が
経
ち

ま
し
た
。
現
在
で
は
役
員
さ
ん
も
含
め

毎
回
50
～
60
名
の
方
が
参
加
し
て
下
さ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
参
加
下
さ
い
ま
し
た
組
長
さ
ん
に

深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

　

平
成
27
年
度
の
自
治
会
活
動
を
お
手

伝
い
し
て
頂
い
た
、
組
長
さ
ん
・
町
内

役
員
の
皆
さ
ん
、
一
年
間
、
御
苦
労
様

で
し
た
。
又
、
28
年
度
の
組
長
さ
ん
・

町
内
役
員
を
引
き
受
け
て
戴
き
ま
し
た

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
自
治
会
役
員
の
方

達
も
入
れ
替
わ
り
、
各
部
会
の
統
廃
合

で
事
業
内
容
の
一
部
見
直
し
も
あ
る
な

ど
、
新
し
い
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
す
。

　

第
四
町
内
会
で
も
新
し
い
役
員
体
制

の
元
、
災
害
対
策
に
重
点
を
お
き
、
安

全
で
住
み
や
す
い
地
域
作
り
を
目
指
し

て
活
動
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
皆
様
方
に
は
、
行
事
や
訓
練
等

へ
の
積
極
的
な
参
加
を
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

27
年
度
自
治
会
事
業
も
決
算
報
告
を

残
し
て
ほ
ぼ
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

会
員
は
じ
め
、
組
長
、
代
議
員
、
役

員
の
方
々
に
は
、
１
年
間
、
自
治
会
活

動
に
ご
協
力
を
頂
き
大
変
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

２
月
28
日
に
は
、
28
年
度
新
組
長
会

議
が
開
催
さ
れ
、
４
月
か
ら
は
新
た
な

体
制
で
、
美
化
活
動
、
防
犯
活
動
等
、

各
種
自
治
会
活
動
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

地
域
の
美
化
は
、
香
川
駅
周
辺
を
主

に
良
好
な
環
境
状
況
が
保
た
れ
て
い
ま

す
が
、
一
部
の
ご
み
集
積
場
所
で
は
、

ご
み
出
し
日
の
間
違
え
、
ご
み
の
出
し

方
が
悪
い
こ
と
等
に
よ
り
、
カ
ラ
ス
に

よ
る
生
ご
み
の
散
乱
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。

第
一
町
内
会

第
二
町
内
会

第
三
町
内
会

第
四
町
内
会

香
川
自
治
会
・
定
例
役
員
会
議
題

方
々
に
は
、
長
い
間
お
疲
れ
様
で
し

た
。
今
後
も
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

来
期
も
引
き
続
き
お
受
け
戴
い
た
役

員
さ
ん
、
初
め
て
役
員
を
お
引
き
受
け

戴
い
た
方
々
に
は
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。　

　

新
年
度
も
明
る
く
清
潔
な
町
、
『
住

ん
で
良
か
っ
た
香
川
』
に
な
り
ま
す
様

に
、
み
ん
な
で
声
を
掛
け
合
い
、
い
つ

来
る
か
わ
か
ら
な
い
震
災
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
小
川
）

　

皆
様
に
は
ご
み
出
し
ル
ー
ル
を
守
っ

て
、
地
域
の
美
化
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

防
犯
面
で
は
、
１
月
に
防
犯
灯
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
が
１
基
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
継
続

し
て
、
蛍
光
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
移
行

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
面
で
は
、
防
災
機
材
と
し
て
車

椅
子
２
台
、
レ
ス
キ
ュ
ー
キ
ャ
リ
ー

マ
ッ
ト
１
台
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
と
も
機
材
の
補
充
を
図
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
各
家
庭
に
お
か
れ
ま
し

て
は
耐
震
診
断
・
補
強
、
家
具
の
転
倒

防
止
、
食
糧
の
備
蓄
等
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
竹
内
）

●
１
月
臨
時
役
員
会
（
１
月
23
日
）

報
告
・
連
絡
事
項

①
平
成
28
・
29
年
度
の
役
員
選
出
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　

（
自
治
会
長
）

②
各
部
会
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
　
　

（
自
治
会
長
・
代
表
副
会
長
）

③
節
分
祭
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
自
治
会
長
）

④
地
引
網
の
28
年
度
開
催
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

（
体
育
部
会
長
）

⑤
賀
詞
交
歓
会
開
催
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　

（
総
務
部
会
長
）

⑥
そ
の
他

●
２
月
定
例
役
員
会
（
２
月
６
日
）

報
告
・
連
絡
事
項

①
各
町
内
会
、
各
部
会
１
／
２
月
度
・

活
動
計
画
報
告
及
び
連
絡
事
項

②
２
月
「
定
例
役
員
会
・
連
絡
・
報
告
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
自
治
会
長
）

③
新
会
計
部
会
長
の
紹
介　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
自
治
会
長
）

④
災
害
時
の
安
否
確
認
に
伴
う
名
簿
の

作
成
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

（
代
表
副
会
長
）

⑤
新
組
長
さ
ん
へ
の
「
燃
え
る
ご
み
の

置
き
場
」
実
態
調
査
依
頼
に
つ
い
て　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
環
境
部
会
長
）

⑥
地
引
網
の
28
年
度
の
開
催
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

（
体
育
部
会
長
）

⑦
い
も
煮
・
餅
つ
き
会
の
報
告

　
　
　
　
　
　
　

（
第
二
町
内
会
長
）

⑧
節
分
祭
の
報
告
（
第
三
町
内
会
長
）

⑨
み
ず
き
自
治
会
員
の
み
ず
き
へ
の
移

行
に
つ
い
て　
　

（
第
四
町
内
会
長
）

⑩
自
治
会
役
員
改
選
に
伴
う
セ
コ
ム

キ
ー
の
回
収
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

（
会
館
管
理
部
会
長
）

⑪
そ
の
他

新
し
く
組
長
に
な
ら
れ
ま
す
皆
様
に
は

こ
れ
か
ら
１
年
間
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

災
害
を
防
ぐ
事
は
難
し
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
で
も
少
し
で
も
被
害
を
減
ら

す
事
は
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

防
災
よ
り
減
災
、
先
ず
は
わ
が
身
、

わ
が
家
を
守
り
、
そ
し
て
隣
近
所
（
組
）

で
す
。

　

自
助
・
近
助
・
共
助
。
第
２
町
内
会

で
は
、
そ
ん
な
事
を
大
事
に
し
な
が
ら

進
ん
で
い
ま
す
。

　

新
年
度
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
副
町
内
会
長　

中
村
）

　

３
月
の
主
な
行
事
予
定

12
日　

町
内
役
員
会

23
日　

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
（
役
員
会
議
）

　

４
月
の
主
な
行
事
予
定

16
日　

町
内
役
員
会

17
日　

総
代
会
（
平
成
27
年
度
）

21
日　

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　

（
Ａ
地
区
組
長
会
）

24
日　

総
代
会
（
平
成
28
年
度
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
岩
田
）

１
月
９
日

和
や
か
に
賀
詞
交
歓
会
開
催

花水木（桜の返礼に
アメリカから）アイリス

矢車草
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平成２８年３月１５日

★
一
つ
の
ち
か
ら
・
大
き
な
ち
か
ら
★

N
EW
S

資
源
回
収
地
域
推
進
補
助
金

　

香
川
自
治
会
と
し
て
、
資
源
回
収
地

域
推
進
補
助
金
（
７
月
～
12
月
分
）
の

申
請
を
行
い
、
約
72
万
円
の
補
助
金
を

受
け
取
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
に
は
今
後
と
も
資
源
物
の
分
別

回
収
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

カ
ラ
ス
対
策
に
つ
い
て

①
黄
色
ネ
ッ
ト

　

香
川
で
は
、
燃
や
せ
る
ご
み
置
き
場

に
４
割
ほ
ど
普
及
し
て
い
ま
す
。

　

あ
る
大
学
と
メ
ー
カ
ー
が
共
同
で
考

え
た
半
透
明
の
袋
は
、
紫
外
線
カ
ッ
ト

の
黄
色
い
顔
料
が
含
ま
れ
、
カ
ラ
ス
に

は
見
え
る
紫
外
線
を
吸
収
す
る
効
果
が

あ
る
の
で
す
が
、
ネ
ッ
ト
の
黄
色
効
果

は
全
国
的
に
は
不
明
で
す
。
緑
色
ネ
ッ

ト
と
合
わ
せ
二
重
に
し
て
使
う
の
が
一

番
で
す
。

②
テ
グ
ス
（
釣
り
糸
）
利
用

　

畑
に
30
㎝
位
の
高
さ
に
テ
グ
ス
を
張

り
３
年
間
カ
ラ
ス
を
寄
せ
つ
け
な
い
実

績
が
あ
り
ま
す
。

　

魚
を
と
ら
れ
な
い
よ
う
に
池
の
周
り

に
張
る
、
ア
ン
テ
ナ
に
張
り
フ
ン
公
害

を
防
ぐ
、
ま
た
ご
み
置
き
場
に
垂
ら
す

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍

香
川
小
学
校
１
年
生
「
み
こ
し
か
つ
ぎ
」
を
体
験
！

香
川
ご
み
通
信

（
六
）

　

今
年
、
豆
ま
き
は
自
治
会
の
主
導
で

諏
訪
神
社
と
協
力
し
て
、
実
行
委
員
会

を
立
ち
上
げ
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
午
前
10
時
か
ら
、
各
町
内
会

か
ら
の
お
手
伝
い
２
名
の
方
と
共
に
舞

台
を
設
営
、
ま
た
６
名
の
女
性
が
豆
の

袋
詰
め
と
当
た
り
く
じ
を
入
れ
る
な

ど
、
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

　

節
分
祭
の
式
典
が
３
時
よ
り
始
ま

り
、
小
学
生
が
学
校
か
ら
帰
宅
す
る
時

間
に
あ
わ
せ
て
、
３
時
半
か
ら
豆
ま
き

が
始
ま
り
、
約
300
名
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

反
省
点
に
は
、
小
学
校
の
高
学
年
生

の
下
校
が
３
時
半
の
た
め
、
豆
ま
き
に

間
に
合
わ
ず
、
来
年
は
少
し
遅
ら
せ
た

方
が
良
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

去
る
２
月
８
日
、
１
年
生
全
員
を
対

象
の
「
み
こ
し
か
つ
ぎ
」
授
業
に
、
21

名
の
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
児
童
か
ら
は
、
異
口
同
音
に
「
肩

が
痛
か
っ
た
け
ど
凄
く
楽
し
か
っ
た
！
」

と
の
感
想
を
貰
え
、
児
童
の
元
気
な
声

と
笑
顔
に
大
変
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
一
昨
年
か
ら
行
わ
れ

て
お
り
、
今
回
も
香
川
と
甘
沼
所
有
の

子
ど
も
神
輿
２
基
を
持
ち
込
み
、
神
輿

の
説
明
や
掛
け
声
の
仕
方
な
ど
練
習
し

た
後
に
、
１
年
生
全
員
が
交
代
で
神
輿

を
担
ぐ
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

体
育
館
中
に
「
ど
っ
こ
い
、
ど
っ
こ

い
」
の
掛
け
声
が
響
き
渡
り
、
寒
さ
を

吹
き
飛
ば
し
て
い
ま
し
た
。

　

本
授
業
は
、
生
活
科
目
の
一
環
で
児

童
が
希
望
す
る
事
柄
を
先
生
方
が
選

び
、
そ
の
中
で
学
校
内
で
は
対
応
で
き

な
い
事
柄
を
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
通
じ
て
地
域
交
流
も
含
め
支
援
し

た
も
の
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
香
川
小
学
校
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
島
勝
生
）体育館中に「どっこい、どっこい！」

２
月
３
日
諏
訪
神
社
境
内

だ
け
で
も
効
果
が
あ
る
よ
う
で
す
。

③
磁
石
利
用
（
但
し
強
力
磁
石
）

　

１
年
間
の
実
績
が
あ
り
ま
す
が
、
ご

み
置
き
場
に
置
く
だ
け
で
磁
力
で
鳥
を

寄
せ
つ
け
な
い
そ
う
で
す
。

④
そ
の
他

　

音
で
お
ど
す
、
レ
ー
ザ
ー
光
線
を
使

う
方
法
等
も
あ
る
よ
う
で
、
色
々
テ
ス

ト
を
し
て
頂
い
て
効
果
を
教
え
て
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ネ
ッ
ト
に
入
れ
る
と
き
、
す
き
間
を

作
れ
ば
必
ず
カ
ラ
ス
が
入
り
込
み
ま

す
。
カ
ラ
ス
被
害
の
半
分
以
上
は
人
間

様
の
責
任
か
な
、
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
も
う
一
つ
の
お
願
い
は
ご

み
置
き
場
を
当
番
制
で
管
理
す
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
す
。　

 

（
環
境
部
会
長　
　

宮
田
）

「当たり！」で交換「福は内！」 「こっちにも播いて～」

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！

　

昨
年
４
月
か
ら
前
任
の
小
池
館
長
か

ら
か
わ
り
ま
し
て
、
こ
こ
香
川
公
民
館

の
館
長
を
お
お
せ
つ
か
り
ま
し
た
白
鳥

と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

４
月
か
ら
配
属
さ
れ
ま
し
て
１
年
近

く
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

公
民
館
利
用
の
皆
様
や
地
域
の
皆
様
の

ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
「
行
っ

て
み
よ
う
！
公
民
館
」
と
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
職
員
一
同
、
日
々
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
こ
の
１
年
近
く
で
感
じ
た
こ
と

は
…
、
こ
の
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
お
子

さ
ん
、
年
配
の
方
に
か
か
わ
ら
ず
「
元

気
が
い
い
‼
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

昨
年
４
月
着
任
時
か
ら
、
さ
っ
そ
く

子
ど
も
体
験
事
業
の
打
ち
合
わ
せ
や
、

実
際
に
子
ど
も
さ
ん
た
ち
に
会
っ
て
み

て
本
当
に
パ
ワ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
き
っ
と
自
治
会
や
推
進
協
を

は
じ
め
、
地
域
の
大
人
の
皆
さ
ん
に
活

気
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
子
ど
も
達
に

も
良
い
影
響
を
与
え
て
い
る
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
人
ひ
と
り
の
力
は
小
さ
く

て
も
、
そ
れ
が
結
び
つ
い
た
と
き
に
大

き
な
力
に
な
る
の
だ
な
と
あ
ら
た
め
て

感
じ
ま
す
。

　

公
民
館
の
事

業
で
言
え
ば
、

「
公
民
館
ま
つ

り
」
が
そ
の
最

た
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
の
お
ま
つ
り
は
、
日
ご

ろ
公
民
館
を
利
用
す
る
方
々
、
地
域
の

団
体
、
そ
し
て
近
隣
の
学
校
が
一
体
と

な
っ
て
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
地

域
の
力
の
結
集
と
い
え
ま
す
。

　

世
代
を
超
え
た
結
び
つ
き
が
薄
く
な

っ
て
い
る
と
叫
ば
れ
て
い
る
昨
今
で
は
、

こ
の
地
域
の
雰
囲
気
は
と
て
も
貴
重
な

も
の
だ
と
、
私
自
身
感
じ
ま
し
た
。

　

公
民
館
運
営
を
と
お
し
て
、
こ
の
雰

囲
気
を
さ
ら
に
発
展
で
き
る
よ
う
、
微

力
な
が
ら
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

香川公民館

白鳥慶
よしのり

記　館長

香
川
公
民
館
の
館
長
に
着
任
さ
れ
た
白
鳥
様
に
、
着
任
し
て
か
ら
１
年
を
経
過
し

た
現
在
、
公
民
館
を
利
用
す
る
地
域
と
そ
の
人
々
に
つ
い
て
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

カラス注意

資源物回収実績

 

   昨　年

   今　年

   前年比

(281,116)
(286,432)

702,790
716,080
101.9% 

収集量
(kg)

補助金
( 円 )

資源物回収実績

2015年７月～ 2015年１２月

防
災
リ
ー
ダ
を
申
請

　

市
の
防
災
対
策
課
よ
り
要
請
さ
れ

た
、
平
成
28
年
度
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
に

対
し
て
、
次
の
２
名
の
方
を
申
請
し
、

２
月
６
・
７
日
の
二
日
間
の
防
災
研
修

会
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

花
元　

茂
次
氏　

第
一
町
内
会

　

中
村　

章
悟
氏　

第
三
町
内
会

湘
北
地
区
コ
ミ
セ
ン
問
題

　

１
月
26
日
に
地
域
の
諸
団
体
が
集
ま

り
意
見
交
換
会
を
行
い
、
公
民
館
の
移

設
は
行
わ
な
い
等
の
要
望
を
、
湘
北
地

区
自
治
会
連
合
会
と
し
て
確
認
し
ま
し

た
。

香
川
甘
沼
線
道
路
改
良
事
業

　

２
月
17
日
、
香
川
自
治
会
館
に
お
い

て
、
午
後
19
時
よ
り
茅
ヶ
崎
市
建
設
部

道
路
建
設
課
よ
り
、
香
川
甘
沼
線
道
路

改
良
事
業
に
基
ず
く
道
路
拡
幅
の
用
地

の
購
入
実
施
に
向
け
た
説
明
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
神
奈
中
タ
ク
シ
ー
よ
り
香

川
駅
踏
切
迄
の
区
間
は
、
Ｊ
Ｒ
の
整
備

計
画
と
の
関
係
で
、
計
画
は
今
だ
未
定

の
た
め
、
自
治
会
は
今
後
も
行
政
に
要

望
し
て
行
き
ま
す
。

地
域
DE
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
雨
天
中
止

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
香
川
小
学
校
区

青
少
年
育
成
協
議
会
（
推
進
協
）
主
催

に
よ
る
香
川
、
甘
沼
、
み
ず
き
、
松
風

台
の
自
治
会
が
協
賛
し
、
地
域
で
小
学

生
と
中
学
生
と
一
緒
に
町
を
清
掃
し
な

が
ら
、
防
災
の
こ
と
を
知
ろ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

　

１
月
30
日
（
土
）
に
行
う
予
定
で
し

た
が
、
雨
の
た
め
に
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
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平成２8 年３月１５日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
野　

弘
子

紙
箱
の
干
菓
子
と
り
ど
り
日
脚
伸
ぶ

　

干
菓
子
と
は
粔お
こ
し籹

、
落
雁
、
煎
餅
の

類
を
云
う
が
、
こ
こ
で
は
落
雁
で
あ
ろ

う
か
。
美
し
い
紙
の
小
箱
に
、
形
も
色

も
と
り
ど
り
の
落
雁
が
入
っ
て
い
る
。

明
る
い
日
差
し
も
見
え
て
、
い
か
に
も

「
日
脚
伸
ぶ
」
の
感
じ
が
あ
る
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

喜
代
治

添
へ
書
き
の
毛
筆
や
佳
し
年
賀
状

　

最
近
は
、
印
刷
や
パ
ソ
コ
ン
の
年
賀

状
が
多
い
が
、
そ
こ
に
自
筆
の
一
行
が

あ
れ
ば
嬉
し
い
も
の
で
あ
る
。
ま
し
て

毛
筆
で
あ
っ
た
の
で
、
作
者
は
感
銘
を

受
け
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
黒　

啓
子

キ
ャ
ン
パ
ス
や
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
冬
木
立

　

メ
タ
セ
コ
イ
ア
は
、
落
葉
針
葉
樹
で

生
育
が
早
く
、
高
木
で
姿
が
い
い
。
葉

を
落
と
し
た
冬
木
は
、
す
っ
き
り
と
し

て
凛
々
し
い
。
そ
の
並
木
を
学
生
達
が

行
き
交
う
光
景
は
た
の
も
し
い
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

硲　

百
合
子

和
紙
工
房
の
窓
い
つ
ぱ
い
に
冬
日
差
し

　

美
し
い
色
々
な
和
紙
が
置
か
れ
て
い

る
工
房
に
冬
日
が
い
っ
ぱ
い
。
和
紙
の

柔
か
い
色
合
い
と
感
触
、
細
工
し
た
物

が
想
像
さ
れ
る
。
静
か
な
明
る
さ
の
中

に
春
を
待
つ
心
も
感
じ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
辺
美
津
枝

初
買
ひ
の
寄
木
細
工
や
旅
に
ゐ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
村　

ゑ
こ

急
ぎ
来
し
内
科
休
診
日
短
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

水
音

よ
く
笑
ふ
人
と
連
れ
立
ち
初
天
神

　

選
者
吟

万
太
郎
の
句
碑
の
ひ
ら
が
な
冬
桜
武
田

領
水
鳴
っ
て

　

会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

俳
句
に
興
味
の
あ
る
方
お
電
話
下
さ
い
。

連
絡
先　

硲　

百
合
子
☎
(51)
７
３
９
６

訃
報
（
平
成
28
年
２
月
20
日
現
在
）

池
田　

ヒ
ロ
様　
　

97
歳　

10
月
24
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　

12
・
１
組

森
谷　

政
子
様　
　

102
歳　

12
月
24
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

43
・
１
組

神
崎　

孝
作
様　
　

84
歳　

12
月
29
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　

12
・
１
組

塚
本　

ハ
ナ
様　
　

97
歳　

12
月
29
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

50
・
１
組

及
川　

隆
子
様　
　

82
歳　

１
月
13
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　

11
・
１
組

伊
藤　
　

隆
様　
　

58
歳　

１
月
23
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　

24
・
２
組

金
子　

禎
二
様　
　

88
歳　

２
月
１
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　
　
　

３
組

岩
本　

く
に
様　
　

98
歳　

２
月
２
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　
　
　

25
組

吉
澤　

治
好
様　
　

79
歳　

２
月
13
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　

13
・
１
組

郡
司　

政
子
様　
　

70
歳　

２
月
４
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

38
・
２
組

黒
田　

和
子
様　
　

80
歳　

２
月
15
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　
　
　

52
組

平
野　

昭
六
様　
　

84
歳　

２
月
15
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　
　
　

29
組

西
山　

茂
彦
様　
　

72
歳　

２
月
20
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　

　　

８
組

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

高
南
一
周
駅
伝
大
会
開
催

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
畑
を

見
に
来
ま
せ
ん
か
？

香
川
寿
ク
ラ
ブ
（
老
人
会
）
の
ご
案
内

　

今
年
、
僕
は
香
川
小
学
校
を
卒
業
し

ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

運
動
会
で
の
ソ
ー
ラ
ン
節
。
修
学
旅
行

で
行
っ
た
日
光
。
子
ど
も
会
で
は
夏
の

ふ
れ
あ
い
祭
り
で
お
店
を
出

し
た
事
が
楽
し
く
、
将
来
は

お
店
屋
さ
ん
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

自
然
体
験
教
室
で
は
、
秦

野
市
の
子
ど
も
会
と
一
緒
に

地
引
網
を
や
り
ま
し
た
。
捕

れ
た
サ
バ
を
フ
ラ
イ
に
し
て

た
く
さ
ん
食
べ
ま
し
た
。

　

三
年
間
続
け
た
公
民
館
の
子
ど
も
事

業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
老
人
ホ
ー
ム
を

訪
問
す
る
と
、
お
年
寄
り
の
方
が
僕
の

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
と
て
も
喜
ん
で
く

れ
ま
し
た
。
全
員
に
あ
げ
た
く
て
た
く

さ
ん
作
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
に
お
世
話
に
な
り
、
会
う

と
声
を
掛
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

中
学
生
に
な
っ
て
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

楽
し
か
っ
た
思
い
出
　
板
倉
天
真

感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯 

島
田
茉
保
夢

　

今
年
も
例
年
の
よ
う
に
、
約
１
０
０

０
個
の
球
根
を
昨
年
の
11
月
に
植
え
込

み
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
は
、
初
め
て
道
路
側
に
ア

リ
ウ
ム
・
グ
ロ
ー
ブ
マ
ス
ー
（
通
称
ね

ぎ
坊
主
）
を
約
10
球
植
え
ま
し
た
。

　

４
月
上
旬
に
は
赤
・
白
・
黄
と
彩
り

豊
か
な
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
く
と
思
い

ま
す
の
で
是
非
お
出
か
け
下
さ
い
。

●
場
所　

み
ず
き
通
り
の
フ
ー
ド
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
マ
ム
湘
南
み
ず
き
店
と
旧
コ

ン
ビ
ニ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
の
交
差
　

香
川
寿
ク
ラ
ブ
で
は
、
新
年
会
や
敬

老
会
、
お
楽
し
み
会
な
ど
の
行
事
に
、

カ
ラ
オ
ケ
、
ち
ぎ
り
絵
、
手
芸
教
室
、

舞
踊
、
旅
行
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど

楽
し
い
活
動
に
取
り
組
み
、
会
員
相
互

の
親
睦
と
友
好
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
茅
ヶ
崎
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
（
ゆ
め
ク
ラ
ブ
茅
ヶ
崎
）
が

創
立
50
周
年
を
迎
え
、
大
運
動
会
、
趣

味
の
作
品
展
と
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
50
周

年
記
念
誌
」
が
、
今
年
の
２
月
に
全
会

員
に
配
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
活
性
化
の
た
め
、
会
員

の
加
入
促
進
に
各
ク
ラ
ブ
共
に
努
力
し

て
い
ま
す
。
お
お
む
ね
60
歳
か
ら
入
会

で
き
ま
す
。

　

入
会
希
望
の
方
は
是
非
仲
間
を
誘
っ

　

会
員
の
皆
様
に
読
ま
れ
る
紙
面
作
り

を
モ
ッ
ト
ー
に
「
広
報
か
が
わ
」
を
年

間
６
回
定
期
的
に
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
自
治
会
の
活
動
内
容
も
、

役
員
会
の
議
題
掲
載
や
最
近
の
自
治
会

活
動
欄
な
ど
を
通
し
て
、
お
伝
え
出
来

た
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

広
報
部
員
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
た

二
年
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。　

（
広
報
部
会
長　

海
老
名
）

平
成
28
年
１
月
11
日
　
第
78
回

　

快
晴
と
な
っ
た
成
人
式
の
日
、
県
内

で
最
も
古
い
歴
史
と
伝
統
の
大
会
が
開

催
さ
れ
、　

98
チ
ー
ム
、
約
750
名
の
選
手

・
監
督
が
参
加
し
、
香
川
の
８
チ
ー
ム
の

地
区
対
抗
成
績
は
次
の
通
り
で
し
た
。

女子、小学生の部スタート

点
を
浄
見
寺
方
面
に
向
か
い
、
徒
歩
で

約
４
～
５
分
行
っ
た
所
の
左
側
で
す
。

　
　
　
　
　
　

（
環
境
部
会　

臼
井
）

　

毎
年
恒
例
の
香
川
自
治
会
体
育
部
会

主
催
・
子
ど
も
の
日
に
行
っ
て
い
た
地

引
網
大
会
は
、
網
元
の
忠
エ
門
丸
の
都

合
に
よ
り
地
引
網
を
当
分
営
業
で
き
な

い
と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
楽
し
み
に
さ
れ
て
い

た
方
々
に
は
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、

２
０
１
６
年
・
子
供
の
日
の
地
引
網
大

会
は
中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
体
育
部
会
長　

中
澤
）

　

香
川
地
区
体
育
振
興
会
主
催
の
餅

つ
き
の
実
演
販
売
と
バ
ザ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
皆
様
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
ま
す
。

日
時　

３
月
27
日
（
日
）
10
時
30
分
～

場
所　

諏
訪
神
社
境
内

内
容　

餅
の
販
売
・
バ
ザ
ー

お

知

ら

せ

地
引
網
大
会
を
中
止

餅
つ
き
の
実
演
販
売

　・
バ
ザ
ー

開催

編

集

後

記

　

私
は
、
今
年
の
３
月
に
香
川
小
学

校
を
卒
業
し
ま
す
。

　

小
学
校
生
活
の
行
事
で
キ
ャ
ン
プ

や
修
学
旅
行
、
運
動
会
、
遠
足
な
ど

た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
子
ど
も
会
で
は
、
か
ま

　
　
　
　

ぼ
こ
作
り
体
験
や
映
画
鑑

賞　
　
　
　
　

な
ど
の
経
験
を
さ
せ

　
　
　
　
　
　

て
頂
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

自
分
で
作
っ
た
か

　
　
　
　
　
　

ま
ぼ
こ
の
味
は
と
て

　
　
　
　
　
　

も
美
味
し
く
、
忘
れ

ら　
　
　

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

地
区
運
動
会
で
は
、
地
区
の
方
々

と
合
わ
せ
一
位
目
指
し
て
頑
張
り
ま

し
た
。
リ
レ
ー
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、

一
生
懸
命
走
り
き
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
安
全
に
過
ご
せ
、
子
ど

も
会
で
の
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂

け
る
の
は
、
地
域
の
方
々
の
協
力
が

あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

中
学
校
に
行
っ
た
ら
、
勉
強
に
部

活
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

て
左
記
会
長
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

第
１　

小
山
田
美
夫　

57
ー
７
５
９
５

第
２　

小
花
喜
代
志　

86
ー
１
５
９
３

第
３　

中
丸　

治
雄　

52
ー
０
２
１
６

第
４　

中
村
五
初
男　

52
ー
２
５
５
５

第
５　

岡
本　

貞
雄　

51
ー
２
９
７
６

　
　
　
　
　
　

（
記　

中
村
五
初
男
）寿クラブの例会風景

女子の部男子の部

小学生の部

香川Ａ　７位
香川Ｂ　14位
香川Ｃ　23位

香川Ａ　10位
香川Ｂ　19位
香川Ｃ　21位

香川Ａ　４位
香川Ｂ　13位


